
   - 23 -

（４） 評価 

本分野においては、多くの項目が目標値に近づいており、このまま推移すれば、

目標年度には全国平均で目標値に到達できると予測される。しかし、地域により

達成状況に差が見られるので、それぞれの地域の特性に応じた目標値の見直しや

新たな目標の設定等が望まれる。また、目標値を達成した項目についても、その

地域特性に応じた対策を継続して推進していくことが必要である。 

なお、本分野では既に目標値を達成している項目も認められるが、「定期的な

歯石除去や歯面清掃を受ける人の増加」、「定期的な歯科検診の受診者の増加」に

ついては、過去１年間に受けた人の割合を示すデータであり、必ずしも実態を反

映していない可能性を考慮する必要もある。また、「フッ化物配合歯磨剤の使用

の増加」については、調査の方法が実際にフッ化物配合歯磨剤を使用している者

の割合ではなく、虫歯予防を意識してフッ化物配合歯磨剤を使用している者の割

合を調査していることを勘案する必要がある。 

 

 

７ 糖尿病 

（１） 目標設定と取組 

我が国の糖尿病の有病者・予備群の数は、生活習慣と社会環境の変化に伴って

急速に増加している。糖尿病は自覚症状がないことが多く、放置すると網膜症・

腎症・神経障害などの合併症を引き起こし、末期には失明したり透析治療が必要

となることがある。さらに、糖尿病は脳卒中、虚血性心疾患などの心血管疾患の

発症・進展を促進することも知られており、生活の質の低下を招く原因ともなる。

糖尿病の対策としては、発症の予防、早期発見、合併症の予防が重要である。 

目標は、糖尿病の一次予防の推進を図る観点から、生活習慣の改善、糖尿病有

病者・予備群の早期発見及び治療の継続について設定されている。 

この目標を踏まえて、①糖尿病に関する研究の推進や調査の実施による科学的

根拠に基づく糖尿病対策、②「食事バランスガイド」や「エクササイズガイド

2006」を活用した糖尿病をはじめとする生活習慣病の一次予防に関する知識の普

及啓発、③健診等による糖尿病の早期発見などに取り組んできた（参考資料１参

照）。 

 

（２） 目標とその達成状況 

目標項目(指標の目安) 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 

7.1 成人の肥満者の減少                １．１ 栄養・食生活参照 

7.2 日常生活における歩数の増加          ２．２ 身体活動・運動参照 

7.3 質・量ともにバランスのとれた食事          １．８ 栄養・食生活参照 


